
宮城県 

宮城県の取組状況について  

平成３０年８月７日 

宮城県土木部河川課 

第５回 名取川・阿武隈川下流等
大規模氾濫時の減災対策協議会 
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ハード対策の主な取組 ○洪水氾濫等を未然に防ぐハード対策 

 河川改修事業を推進し，洪水被害の軽減を図るとともに，河道掘削や支障木伐採を実施
し，流下能力の確保に努めます。 

河道掘削 
 Ｈ２９年度実施状況等 

五間堀川赤井江遊水池
H29.9（岩沼市） 

斎川H30.3（白石市） 

河川改修 

坂元川H30.3（山元町） 増田川H30.3（名取市） 

着手前 着手前 
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ソフト対策の主な取組 ○円滑な避難に向けたソフト対策の充実強化 

想定しうる最大規模の降雨による 
浸水想定区域図の作成と公表 
 
 県管理河川では，平成２９年５月
３０日に洪水予報河川３河川を中
心とした１６河川において，想定
しうる最大規模の降雨による浸水
想定区域図を作成し、告示・公表
しました。 

  
 平成３０年５月２９日に，水位周
知河川の増田川等の県内8河川つい
て，告示しました。 

 
 平成３１年出水期までに坂元川・
小田川・旧笊川・広瀬川等の水位
周知河川についても，公表する予
定です。 

 
 その他河川については，人口資産
の集積状況や地域からの要請等を
踏まえ，市町村と調整の上，浸水
想定区域の公表や水位周知河川追
加の検討します。   

二股川 

三迫川 

迫川 江合川 

鳴瀬川 

瀬峰川 

旧迫川 

迫川 

江合川 

旧北上川 

新江合川 

鳴瀬川 

北上川 

広瀬川  

名取川 

阿武隈川 
白石川 

夏川 

七北田川 

大川 

坂元川 

荒川 

高城川  

小田川 

吉田川 

多田川 

二迫川 

竹林川 

旧笊川  

芋埣川 

吉田川 

鹿折川 

七北田川，梅田川 
H29.5.30公表 

白石川，荒川，斎川 
H29.5.30公表 

迫川，二迫川，三迫川，芋埣川，夏川， 
旧迫川，小山田川，瀬峰川，萱刈川， 
大水門川，西川 
H29.5.30公表 

江合川，田尻川 
H29作成着手 
H30.5公表予定 

鳴瀬川，多田川，渋井川 
H29作成着手 
H30.5公表予定 

小山田川 
大水門川 

萱刈川 
西
川 

田尻川 

渋井川 

砂押川 

梅田川 

増田川 

斎川 

増田川 
H30.5公表予定 

砂押川 
H30.5公表予定 

高城川 
H30.5公表予定 

H29年度5月公表 
H30年度5月公表 

凡例（洪水浸水想定区域図） 

凡例（洪水警報・水位周知河川） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソフト対策の主な取組○テレメータ水位局・河川監視カメラ増設（当圏域） 

 

 

 

 

    
    

   テレメータ水位局増設（H27以降） 
   ・旧笊川   ：北目橋（仙台市） 
   ・川内沢川：館腰橋（名取市） 
   ・志賀沢川：河原橋（岩沼市） 
   ・尾袋川   ：横  倉（角田市） 
   ・荒川   ：新青川（村田町） 
   ・雉子尾川：山  居（丸森町） 
   ・戸花川  ：真庭橋（山元町） 
   ・平家川 ：福岡深谷（白石市）(H29設置)   

   ※赤書：洪水予報河川 
   ※青書：水位周知河川 

白石河川監視カメラ画像 

   河川監視カメラ増設（H27以降） 
   ・白石川：大河原（大河原町） 
   ・旧笊川：北目橋（仙台市） 
   ・増田川：上増田（名取市） 
   ・白石川：白  石（白石市）(H29設置) 
   ・小田川：小  田（角田市）(H29設置) 
   ・荒   川：本関場（村田町）(H29設置) 
   ・坂元川：道  合（山元町）(H29設置) 
   河川監視カメラ増設予定             
   ・斎  川：郡  山（白石市） 

H27出水
期時点 

H30出水期
までに追加 

H30以
降 

合計 圏域内 

テレメータ 92 32 124 23 

カメラ 0 30 10 40 9 
4 
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ソフト対策の主な取組 ○危機管理型水位計  

洪水時のみの水位観測に特化した低コストの水位計（国交省開発） 住民の避難を支援 
「中小河川緊急対策プロジェクト」（H29.12）により，全国5,800箇所で設置目標 
宮城県内 64箇所で設置予定（H31年度出水期まで） 

危機管理型水位計の設置検討状況 
平成29年11月 各市町意見照会：6市町、12箇所の設置意見が提出 
平成29年12月 中小河川プロジェクト：11箇所を選定（要配慮者・重要水防箇所等） 
平成30年 5月 各市町意見照会：具体的な設置要望箇所，要望理由，活用方法 
 
 
平成30年７月から 各市町の意見を参考にし，具体的な設置箇所を調整します。 
平成30年度末     設置完了（平成31年度出水期までに運用予定）   
 

市町要望 

谷津川 森の川 

新桜井川 新川 

半田川 荒川 

高倉川 内川 

雑魚橋川 雉子尾川 

藪川 坂元川 

※要望の箇所を中心に，市町村の意見を聴きながら、  
 設置箇所検討を行います。 
※要望箇所全てに設置される訳ではありません。 

  

    

    

    

    

    

   



ソフト対策の主な取組 ○水位周知河川・浸水想定区域図の追加 

 
  

 

 

平成30年６月  各市町村意見照会：３市町から１１河川の意見が提出 
平成30年度    作成の必要性や実現性を勘案し，市町と調整しながら検討を開始します 

 
 

 

 

平成29年11月 各市町村意見照会：３市町から９河川の意見が提出 
平成30年度   作成の必要性や実現性を勘案し，市町と調整しながら検討を開始します  

平成31年度出水期まで  洪水予報河川・水位周知河川作成公表完了予定 
平成31年度以降     その他河川の作成公表検討  

平成29年度出水期まで  平成27年関東・東北豪雨を受け県内市町村へ意見照会を行い                          
             水位周知河川を旧笊川など９河川追加（全県） 
平成30年度以降     水位周知河川の追加を再検討 

○浸水想定区域図の追加（想定しうる最大規模降雨） 

○水位周知河川の追加 
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水位周知河川・水防警報河川にすると… 
 ①避難判断の基準となる水位が示されます。（県） 
 ②水防団等の出動等，水防活動に関する配備計画を作成し対応する必要があります（市町村） 
 ③河川管理者の作成した洪水浸水想定区域図をハザードマップに反映する義務があります。 
 （市町村） 
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増田川洪水浸水想定区域図（H30.5.29告示） 
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増田川・川内沢川・五間堀川及び志賀沢川洪水浸水想定区域図（参考図） 
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要配慮者利用施設の避難確保について 

作成済施設／作成が必要な施設＝２３％ 平成29年度末  
○宮城県内の要配慮者利用施設の避難確保計画状況 

○宮城県での取組（平成30年度） 
 ８月～ 市町村から，県に協力を求めたい具体的な事項を調査 
１０月～ 市町村からの調査結果を踏まえ，それぞれの市町村のニーズに応じて、 
  ３月 庁内の関係部局（教育庁・保険福祉部・土木部（洪水・土砂））と連携し 
     て，説明会や個別指導などを実施します。 
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